
　宮津保育園で１２月１６日、もちつきが行われました。宮津団地と宮津山田両地区
達者会の協力で、園児たちは力いっぱいもちをつきました。子どもたちは「おいしい」
とつきたてのもちをほおばり、達者会のメンバーは「毎年みんなで、もちつきをするの
が楽しみです」と笑顔で話していました。

No. 974

“ヨイショー、ヨイショー” 
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主な内容 

実施計画まとまる 

まちの話題 

ページ 

　平成２１年度から平成２３年度まで３年
間の普通建設事業をまとめました。 

　町制５５周年記念事業「子ども議
会」など、４つのまちの話題を紹介。 

文化財を守ろう 
　１月２６日は「文化財防火デー」町の
貴重な財産を火事から守りましょう。 

□ 4

あぐいぶらり旅 
　南部小学校周辺をぶらり。子ども
たちが元気に運動場で遊ぶ。夢や
学校の自慢話に話は尽きない。 

□ 5

□ 3

□ 2
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小中学校の耐震補強工事22年度で完了 
 

実施計画（平成２１年度～平成２３年度）まとまる 

　この実施計画は、第４次阿久比町総合計画の基本構想を受けて今後の行政施策の基本的な事業を明らかにするもので、計画
の実効性を高めるために平成２１年度から平成２３年度の３年間の普通建設事業をまとめたものです。 
　まちづくり計画のテーマである「調和の中で豊かに実るまち阿久比」を目指して、６部門からなっています。 
①魅力ある顔と丈夫な骨格をもったまち　　　　　　総事業費１３億３，０００万円 
②快適な暮らしのできるまち　　　　　　　　　　　総事業費　１億３，５００万円 
③やすらぎと安心した暮らしを支えられるまち　　　総事業費　　２，２００万円 
④活力を生み出すまち　　　　　　　　　　　　　　総事業費　３億４，６００万円 
⑤誰もが生き生きと活躍できるまち　　　　　　　　総事業費　　９億１００万円　 
⑥計画的で高度な住民サービスを提供するまち　　　総事業費　　　６００万円 
　なお、第４次総合計画の計画期間は平成２２年度までですが、行政は毎年計画的に継続すべきものですので、平成２３年度分
も含めた３年間の事業費となっています。 

●幹線道路の整備 
　・矢高横川線道路改良　６，０００万円 
●生活道路の整備 
　・町内の道路改良や舗装新設　９億１，８００万円 
　・坂部駅北歩道などの整備　９，０００万円 
●公園整備 
　・都市公園の整備　７，６００万円 
　　●緑化 
　　　・公共施設の緑化推進　３００万円 

　　　●快適な生活環境の確保 
　　　　・合併処理浄化槽の整備　２，４００万円 
●交通安全環境の整備 
　・交通安全施設の整備（ガードレールの設置など） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，８００万円 
　・交通安全対策（通学路の安全管理―道路側溝など） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，８００万円 
●災害に強いまち 
　・小型動力ポンプ付水槽車導入（阿久比支署）３，８００万円 
●安心して暮らせるまち 
　・防犯灯の整備　３００万円 
 
　※公共下水道の整備　１３億１，６００万円 
　　（公共下水道の整備は普通会計でないため、総事業費 
　　には含まれていません。） 

●保育の充実 
　・保育所の整備　９００万円 
　・保育所の新設　７００万円 
●保健センターの整備　６００万円 

●土地基盤整備事業の促進　１億１，０００万円 
●農道整備などの促進 
　・農道整備、水路整備　１億８００万円 
●農業用水の確保 
　・愛知用水２期事業建設負担金　１億８００万円 
　●勤労福祉センターの整備　１，０００万円 

●学校教育環境の整備 
　・小中学校校舎などの整備　２億９，３００万円 
　・小中学校耐震補強整備　３億７００万円 
●生涯学習施設の整備 
　・武道場の整備　１，２００万円 
　・スポーツ村の整備　４，２００万円 
　・プール整備　９００万円 
　・ふれあいの森整備　５，０００万円 
　・中央公民館の整備　７，８００万円 
●給食センターの整備　５，０００万円 
　　●図書館整備 
　　　・図書および視聴覚資料の整備 
　　　　　　　　　３，９００万円 

●庁舎整備　６００万円 

小中学校の耐震補強工事22年度で完了 
 
小中学校の耐震補強工事22年度で完了 
 

部門ごとの主な事業は次のとおりです。 

□問い合わせ先　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）
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●たくさん良い本を読んでください

「青少年によい本をすすめる県民運動」（愛知県主
催）を協賛する書店商業組合から南部小学校へ５６冊の
図書の寄贈がありました。
南部小学校では毎年１０月の運動強調月間期間中に、

全校児童が読書感想文をはがきに書いて主催者へ送っ
ています。読書に対する取り組みが評価され３年連続
で図書の寄贈を受けています。
１２月１２日小学校の図書室で贈呈式が行われました。
図書委員会委員長の酒井美穂さんは「たくさんの本を
ありがとうございます。良い本をたくさん読んでいき
ます」とお礼の言葉を述べました。

寄贈者から図書を受け取る南部小図書委員

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●子どもの視点で質問

町制５５周年記念事業「子ども議会」が１２月２４日、町
議事堂で開かれました。
町内小中学校の児童・生徒２０人が子ども議員になり、
阿久比町への要望や質問を行いました。
議会の最後には「地域活動や学校行事を盛んに行い
『絆』を深めます」などの内容が盛り込まれた「まち
づくりに関する私たちの誓い」を全員賛成で可決しま
した。
子ども議会の内容は、広報あぐい２月１日号で紹介
します。

緊張した面持ちで議席に着く子どもたち

●阿久比町菊花連合会が全国大会に出品

富山県 南  砺 市で開催された第４４回全日本菊花連盟全
なん と

国大会に、阿久比町菊花連合会が作品を出品しました。
出品数約５,８００点の中から次の皆さんが各賞を受賞し
ました。　　　　   　　　　　   　　　　　　（敬称略）
優等　花名　国華冬扇　渡辺正照、同　富士の輝　岡
戸利夫、同　泉郷情熱　竹内幸太郎、同　南砺の輝　
竹之越英範、岡戸利夫、渡辺名津雄、竹内豊子
入選　花名　国華序幕　新美泰正、同　富士の新雪　
岡戸利夫、同　泉郷行火　福本悟、同　黄玉光の暁　
新美泰正、同　南砺の輝　金銅国親

菊を出品した菊花連合会のメンバー

●女性の立場で農業を考える

農村生活アドバイザーと行政との懇談会が１２月１８日、
町長室で開かれました。
会には、県知事から認定された阿久比地区農村生活
アドバイザーの山本澄代さん（板山）、鈴村博子さん
（矢口）、杉浦恵美子さん（横松）、竹内文江さん（草木）、
と町長、県職員、産業課職員が出席しました。
アドバイザーは梅まつりで消費者交流を図ったり、
男女共同参画の推進をしたりするなどの活動を行い、
女性農業者として阿久比の農業を盛り立てています。
町長へは「いろいろな審議委員などに、もっと女性
を登用してほしい」などの要望がありました。

右から竹内さん、杉浦さん、鈴村さん、山本さん
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１０２ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
、
日
本

最
古
の
壁
画
が
描
か
れ
た
奈
良
県
法
隆
寺

金
堂
が
焼
損
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
貴
重

な
文
化
財
の
焼
失
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と

か
ら
、
国
は
毎
年
一
月
二
十
六
日
を
「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
全
国
的
に
文

化
財
の
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
五
年
の
文
化
財
保
護
法
制
定

以
来
、
国
の
指
定
し
た
文
化
財
が
火
災
の

被
害
を
受
け
た
事
例
は
、
昭
和
二
十
五
年

の
京
都
市
金
閣
寺
（
鹿
苑
寺
）、
昭
和
三

十
一
年
の
滋
賀
県
延
暦
寺
大
講
堂
、
平
成

十
年
の
奈
良
県
の
東
大
寺
戒
壇
院
千
手
堂

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二

十
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
国
宝
南
大
門
で

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
貴
重

な
文
化
財
で
火
災
が
発
生
す
る
た
び
に
、

文
化
財
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

文
化
財
の
防
火
は
、文
化
財
の
所
有
者
・

管
理
者
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
住
民
や
消
防
機
関
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

阿
久
比
町
で
も
、
こ
の
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
町
内
の
愛
知
県
指

定
・
町
指
定
の
文
化
財
所
有
者
の
協
力
を

得
て
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前

九
時
か
ら
大
古
根
八
幡
社
山
車
保
存
会
の

協
力
に
よ
り
、
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

の
八
幡
車
山
車
が
収
納
さ
れ
て
い
る
収
納

庫
（
大
古
根
公
民
館
隣
接
）
よ
り
不
審
火

に
よ
る
出
火
、
延
焼
中
と
い
う
訓
練
想
定

で
、
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
と
阿
久
比

町
消
防
団
が
消
火
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
訓
練
中
は
、
一
般
車
両
の
通
行
規
制

な
ど
を
行
い
ま
す
。
付
近
の
住
民
の
方
は
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
訓
練
は
小
雨
決

行
）

昨年の文化財防火訓練の様子【町文化財北原天神法楽連
歌所蔵の白沢八幡神社】

町長に全国表彰の報告をした三�優子代表

　阿久比町立保育園保護者会連絡協議会が第３５回交通安全
母親全国大会（１２月４日東京で開催）で、全国交通安全母
の会連合会長から表彰を受けました。
　全国で３１団体が表彰され、愛知県からは唯一の表彰とな
りました。長年、母親の立場で交通事故防止活動を積極的
に推進してきたことが認められました。
　保護者会は、各保育園で親子交通安全教室を開いたり、
毎月ゼロの日に交通立哨したりするなどの活動を行ってい
ます。
　代表で表彰を受けた宮津保育園保護者会長の三 �優子
さんが１２月１２日全国表彰の報告に町長室を訪れ、「日ごろの
活動が認められて大変うれしく思います。子どもたちの交
通事故防止に努めていきます」と力強く話していました。
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二
〇
〇
九
年
の
ぶ
ら
り
旅
を
始
動
。
今

年
最
初
は
南
部
小
学
校
周
辺
か
ら
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。

小
学
校
は
ま
だ
冬
休
み
。
誰
も
い
な
い

か
と
思
い
き
や
、
子
ど
も
た
ち
が
東
の
校

門
か
ら
学
校
へ
入
っ
て
い
く
の
が
見
え
る
。

正
月
も
早
や
五
日
を
過
ぎ
、
家
で
遊
ぶ
の

も
そ
ろ
そ
ろ
飽
き
る
こ
ろ
。
子
ど
も
た
ち

も
学
校
で
思
い
っ
き
り
、
走
り
回
り
た
く

な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

運
動
場
で
遊
ぶ
の
は
五
年
生
。
男
の
子

は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
け
り
、
女
の
子
は

遊
具
で
遊
ぶ
。

「
う
ち
の
学
校
は
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の

数
が
阿
久
比
で
一
番
多
い
よ
」
と
男
の
子

が
得
意
げ
に
話
す
。
数
え
て
み
る
と
六
つ
。

言
わ
れ
て
み
る
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
が

確
か
に
多
い
。

少
年
た
ち
に
「
将
来
の
夢
は
」
と
尋
ね

る
と
、
四
人
中
三
人
が
�
サ
ッ
カ
ー
選
手
�。

サ
ッ
カ
ー
選
手
を
夢
見
る
子
ど
も
た
ち
は
、

力
強
く
ゴ
ー
ル
目
掛
け
て
シ
ュ
ー
ト
を
放

つ
。
け
っ
た
後
に
体
が
宙
に
浮
く
姿
は
、

か
っ
こ
い
い
。
話
を
聞
け
ば
、
正
月
も
学

校
に
来
て
ボ
ー
ル
を
け
っ
て
い
た
と
言
う
。

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
が
多
い
恵
ま
れ
た
環
境
。

何
本
も
何
本
も
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
し
て
、

世
界
で
活
躍
で
き
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
成
長

し
て
も
ら
い
た
い
。

運
動
場
西
の
遊
具
で
遊
ぶ
女
の
子
た
ち

も
元
気
が
い
い
。
ロ
ー
プ
で
組
ま
れ
た
遊

具
に
駆
け
上
り
、
高
い
場
所
か
ら
私
た
ち

に
、
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
を
指
差
し
て
「
お

じ
さ
ん
、あ
そ
こ
に
ト
リ
の
巣
が
あ
る
よ
」

と
教
え
て
く
れ
る
。
ト
リ
の
姿
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
自
慢
の
「
ト
リ
の
巣
」
の
よ
う
だ
。「
あ

の
岩
石
園
の
岩
の
中
に
は
�
化
石
�
が
あ

る
ん
だ
よ
。
そ
れ
か
ら
ね
・
・
・
」。
学
校

の
中
を
紹
介
し
て
く
れ
る
子
供
た
ち
の
話

は
尽
き
な
い
。

校
門
を
出
て
、
学
校
の
周
り
を
歩
く
。

年
末
年
始
の
暴
飲
暴
食
で
、
私
も
友
人
も

動
き
が
鈍
い
。「
今
年
は
急
が
ず
、
ゆ
っ
く

り
�
牛
歩
�で
進
み
ま
し
ょ
う
よ
」。「
君
、新

年
早
 々
丑  
年 
に
ち
な
み
、
う
ま
い
こ
と
言

う
し 
ど
し

う
じ
ゃ
な
い
」。「
そ
う
で
す
か
。
僕
に
届

い
た
年
賀
状
に
似
た
よ
う
な
言
葉
が
書
い

て
あ
っ
た
の
で
、
パ
ク
ッ
て
言
っ
て
み
ま

し
た
」
と
友
人
が
頭
を
か
く
。「
新
年
だ
か

ら
、得
意
の
句
で
も
一
首
詠
ん
で
み
た
ら
」。

「〈
・
・
・
・
〉
ご
め
ん
な
さ
い
。
今
年
は

何
も
浮
か
び
ま
せ
ん
」。「
そ
れ
な
ら
僕
が

一
つ
〈
丑
年
も　

モ
ー
レ
ツ
に
歩
む　

ぶ

ら
り
旅
〉（
字
余
り
）」。

N

南部小 

南部保育園 

八幡神社 

大古根 
公民館 

植
大
駅 

大古根 
公民館 

植公民館 連慶寺 植公民館 連慶寺 

八幡神社 

植大駅西 

県
道
阿
久
比
半
田
線 

南部保育園 

植大駅西 

文 ネットに上り遊ぶ女の子たち

サッカーを楽しむ男の子たち
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ３３ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、中学校子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　子どもが話をしてくれないときに心掛けることは何ですか。

Ｑ　子どもの「かかわってほしいサインを見逃さない」ために気を付けることは、　　
　どんなことですか。

　子どもが「かかわってほしい」と思い、サインを送るのは，保護者への信頼の裏返しでもあ
ります。まず、家庭内での信頼関係を積み上げていくことです。
①　「見守る」という意識で、子どものことを気に掛けているという保護者からのサインを出
し続ける。

② 　むやみに干渉せず、いざというときに手を差し伸べるようにする。

　中学生にもなるとあまり学校での出来事や自分の悩み
を話さなくなります。しかし、そのときに無理に聞き出
そうとしても、かえって逆効果となることもあります。
　まず、大人が時間と心にゆとりをもつようにした上で、
話をしたいという保護者の気持ちを伝えることが大切で
す。そのためには、普段から「何でも話せる雰囲気」を

作らなければいけません。
　「何でも話せる雰囲気」を作るには、家庭が子どもにとって憩いの場所であ
ることが大切です。
　次のようなことに心掛けましょう。
①　子どもが話しているときは、話が終わるまで気長に
耳を傾ける。
②　聞かれたことには、一つ一つ誠実に答える。
③　保護者自身の思いを語る。ただし、保護者の考えを
押しつけないようにする。
④　中学時代の保護者の経験を話す。

　１２月１５日、幼保小中一貫教育プロジェクトの一環で、
東部小学校の一年生とほくぶ幼稚園、宮津保育園、東
部保育園の年長児が交流会を行いました。
　７～８人の園児が１３グループに分かれて、１グルー
プに３人の一年生が交じり、一緒に運動場の遊具を
回って遊んだり、体育館でかるた取りをしたりして交
流を深めました。
　昨年までは幼稚園・保育園児だった、一年生の児童
も大きく成長し、かわいらしい園児たちをリードして、
すっかりおにいさんやおねえさんになっていました。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				



















�����������������������������������������������������������������������������������������������������������	
�����

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びに 
　きてね 

遊びにきてね 

W

３ 

１０ 

１７ 

２４ 

１ 

８ 

１５ 

２２ 

２ 

９ 

１６ 

２３ 

４ 

１１ 

１８ 

２５ 

５ 

１２ 

１９ 

２６ 

６ 

１３ 

２０ 

２７ 

７ 

１４ 

２１ 

２８ 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

午前中休 

午前中休 

午前中休 

子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター 子育て支援センター ＊　おさんぽぴっぴは、その日の天候などにより、実施しない場合がありますのでご了承ください。

☆児童館「あそびひろば」は卯ノ山児童館で行います。午前１０時～午前１１時３０分です。 
☆保育園なかよしひろばの時間は　午前１０時～午前１１時３０分です。 

児童館「あそびひろば」 
北原保育園なかよしひろば 

児童館「あそびひろば」 
宮津保育園なかよしひろば 
児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 
英保育園なかよしひろば 

児童館「あそびひろば」 
草木保育園なかよしひろば 

児童館「あそびひろば」 
中部保育園なかよしひろば 

城山保育園なかよしひろば 

児童館「あそびひろば」 

開所時間　午前９時～午後４時 
　　　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日は休み） 
開所時間　午前９時～午後４時 
　　　　　　　　　（土曜・日曜日、祝日は休み） 

児童館「あそびひろば」 

避難訓練 
地震と火災発生を 
想定しての実施訓練 
午前１１時１５分～正午 

建国記念の日 

問い合わせ先 fl（４７）０３６９ 
（阿久比スポーツ村クラブハウス２階） 

日　　時 　２月１３日（金）・２月２０日（金） 
　　　　　 午前１０時３０分～午前１１時３０分 
申し込み　 先着１０組　～１月３０日まで 
対　　象　 ２歳～３歳児 

＊手作りおもちゃ講座 

日　　時   ①２月９日（月）　０歳～１歳児対象 
　　　　　①２月２３日（月）　２歳～３歳児対象 
　　　　　午前１０時３０分～午前１１時１５分 
申し込み　先着１０組　～１月３０日まで 

＊子育てミニ講座を開催＊ 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

日　　時　 ２月２７日（金）　午前１１時１５分～正午 
　　　　　　　　　・地震や火災時の避難について、 
　　　　　　　　　　消防署からの指導もあります。 
　　　　　　　　　・消防車もくるよ。 

　支援センター内で地震と火災が発生した 
ことを想定して実施訓練をします。 

＊避難訓練のご案内＊ 

つくってあそぼう！＊ 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

 

　１２月１９日、クリスマス会を開きました。クリスマス
にちなんだハンドベルの演奏や歌や踊りなどを参加し
た１００組の親子が楽しみました。 
　サンタクロースにふんした町長も会に加わり、子ど
もたち一人ひとりに、子育て支援センター職員手作り
のマラカスを手渡しました。 
　「あぐぴっぴ」では、季節ごとに楽しめるイベント
も企画しています。親子で遊びにきてください。 
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																													












































������������������������������������������������������������������������������������������
　心の病気で悩んでいる人が増え
ています。その中でも多いのが『う
つ病』です。
　うつ病は『心の風邪』と言われ
ていますが、風邪のように少し休
めば治るものではありません。
　うつ病は、仕事や家事、学業な
ど社会生活に大きく影響を及ぼし、
しかも慢性化しやすい病気です。
　うつ病による自殺を防ぐために
は、ストレスを上手にコントロー
ルすることが大切です。

ストレスとうまく付き合おう

・なるべく柔軟に物事を考える。
・誰かに話をする。
・規則正しい生活に心掛ける。
・十分な休養と睡眠を取る。
・リラックスして気分転換をする。

笑うことは一つの健康法

　笑うと全身の血管が拡張して血
流が良くなり、リラックスできま
す。消化器系の臓器の働きも活発
になるので、食欲がわき消化を促
進します。
　また、笑うことによって出るホ
ルモンにより、がん細胞を退治す
るナチュラルキラー細胞が活性化
することも分かっています。
　このように笑うことは心身とも
に健康で過ごすためには欠かせま
せん。
　普段の生活の中に、小さな笑い
を見つけて、心も体も健康に過ご
しましょう。

　男性の皆さん、仕事や人間関係でストレスはたまっていません
か。どんな風にストレスを解消していますか。ストレスを解消す
るために、お酒を飲み過ぎていませんか。
　男性を対象とした「スッキリ発散教室」を開催します。ストレ
スと上手に付き合い、より楽しく過ごす秘訣を紹介します。
【対象】　６５歳未満の男性　２０人
※　申し込みが定員を超えた場合は、抽選とさせていただきます。
ご了承ください。
【日程・内容】 ３月１４日（土）午後１時３０分～午後３時３０分
【内容】　「発見！お酒やタバコ以外のストレス解消法」
　　　　　講師　セラピスト　岩本智恵美さん
【料金】　無料
【申込期限】　３月６日（金）
【会場】　町保健センター
【申し込み・問い合わせ先】　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
血
液
サ
ラ
サ
ラ
♪
教
室

　
■■時  
１８
：３
０
～
２０
：０
０

　
■■対  
申
込
者

■
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
申
込
者

■
カ
ラ
ダ
美
人
講
座
（
骨
粗
鬆
症

　
予
防
編
）

　
■■時  
１０
：０
０
～
１４
：０
０

　
■■対  
申
込
者

■
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０
　
■■対  
申
込
者

■
お
い
し
く
！
歯
つ
ら
つ
教
室

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０
　
■■対  
申
込
者

■
健
康
体
操
の
集
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０
　
■■場  
英
比
小
学
校
体
育
館

　
※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。体
操
の
で
き
る
服
装

　
　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

建
国
記
念
の
日

●

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
２０
年
７
月
８
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
１１
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
２０
年
１０
月
１４
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１１
月
１０
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０
　
■■対  
申
込
者

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

　
■■場  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
■■対  
双
子
と
そ
の
保
護
者

■
後
期
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
２０
年
５
月
～
６
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１３
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１９
年
７
月
２１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
１７
日
生
ま
れ

■
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０
　
■■対  
申
込
者

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１８
年
７
月
～
８
月
生
ま
れ

■
お
い
し
く
！
歯
つ
ら
つ
教
室

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０
　
■■対  
申
込
者

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
２０
年
２
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１３
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１８
年
１
月
生
ま
れ
　

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

６
日（
金
）・
１３
日（
金
）・
２０
日（
金
）・
２７
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
身
長
・
体
重
・
血
圧

な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

受
付
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

《
休
日
診
療
歯
科
診
療
所
》

１
日
�
 東
ケ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 福
住
字
高
根
台
１
１
－
６

　
　
　
 �
４
８
－
５
５
５
１

８
日
�
 ち
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 阿
久
比
字
東
向
山
６
－
２９

　
　
　
 �
４
８
－
６
３
０
０

１
１
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 卯
坂
字
米
山
１
－
１

　
　
　
 �
４
８
－
８
８
６
６

１
５
日
�
 山
田
内
科

　
　
　
 草
木
字
平
井
堀
３

　
　
　
 �
４
８
－
３
７
３
７

２
２
日
�
 飯
塚
医
院

　
　
　
 福
住
字
六
反
田
１
－
９

　
　
　
 �
４
８
－
２
１
３
１

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

《
休
日
診
療
担
当
医
院
》
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広報あぐい　２００９年１月１５日号

《 今 月 の お す す め 》

『こわれかけたこの星に今してあげられること』
エハン・デラヴィ　著

『かならず幸せをつかむ風水家相術』
高嶋　泉妙　著

『東京タワーが見た日本』
堺屋　太一　著

『市民たちの青春　小田実と歩いた世界』
小中　陽太郎　著

『女性が変える日本経済』
小峰　隆夫　編

『分ける・詰め込む・塗り分ける』
イアン・スチュワート　著

『年齢 (よわい ) は財産』
日本ペンクラブ　編

『巣立ち』
諸田　玲子　著

『市川崑大全』
映画秘宝編集部　編

「ムダとり」が日本を救う。無駄
とは何か。そのメカニズムとは。社
会や企業、家庭にはびこる「無駄」
を徹底検証し、省き方を伝授。ビジ
ネスパーソン、家庭人、必読の書。

阿久比町立図書館
�48-6231

『トランプおじさんとペロンジのなぞ』
たかどの　ほうこ　作

『せせらぎのむこうに』
シーリア・ウィルキンズ　作／
ダン・アンドレイアセン　画

『ルール！』
シンシア・ロード　作

『不幸な少年だったトーマスの書いた本』
フース・コイヤー　作

身の回りのもので簡単に作れて、
よく揚がる凧を紹介した本。市販の
凧を買わずにレジ袋などを再利用す
れば、環境にもやさしい。室内で遊
べるオリガミ凧、弱い風でもよくあ
がるストロー凧がいっぱい。

『「親子でつくるたこの本」『「親子でつくるたこの本」　
たこあがるかな』　　　　　　たこあがるかな』

秋山幸雄作 三枝祥子絵秋山 幸雄 作　三枝 祥子 絵

『無駄学』『無駄学』
西成 活裕 著西成　活裕　著

★阿久比の中世古窯展
　　　　　　　　～１月１８日（日）
★尾書研書写コンクール特選作品展
　　１月２２日（木）～２月４日（水）
★宝生土雛展
　　２月７日（土）～２月１８日（水）

�������

２月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

７６５４３�２１

１４１３１２１１１０�９８

２１２０１９１８１７�１６１５

２８２７�２６２５２４�２３２２

☆☆☆☆☆☆☆

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

�������

『ライフタイム・ベスト　エリック・クラプトン』
『ＦＵＮＦＡＩＲ　　　　ＲＩＰ／ＳＬＹＭＥ』
『懐かしい風景　　　　　ヴァギッシモ・リトラットほか』
『狂気　　　　　　　　　ピンク・フロイド』
『イマジーナ　　　　　　カーリン・アリソン』
『こどものうた：最新ヒット曲集～　ピクルスほか』

新 着 の コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 新 着 の コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 
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□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

近
畿
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
実
行

委
員
会
事
務
局
知
多
地
域
障
が
い
者
就

業
･
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
ワ
ー
ク

　阿久比町では、高齢者の保健・福祉および介護保険施策を総合的に推進するため、平成２１年
度から平成２３年度までの３年を計画期間として「第４期阿久比町高齢者保健福祉計画（老人保
健福祉計画・介護保険事業計画）」の策定を進めています。計画策定委員会で審議を行い、高
齢者保健福祉計画（案）をまとめました。
　この計画（案）について広く町民の皆さんからの意見を募集します。

○　案件名　第４期阿久比町高齢者保健福祉計画（老人保健福祉計画・介護保険事業計画）（案）
○　公表方法　第４期阿久比町高齢者保健福祉計画（老人保健福祉計画・介護保険事業計画）
（案）を町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp/ka/hoken/kaigo/public/koureishakeikaku.

　pdf）に掲載および保険課窓口で閲覧できます。
○　意見の募集期間　１月１５日（木）～２月１６日（月）
○　意見の提出方法　案件名、住所、氏名、意見を記入して、電子メール、ファックス、郵送
（必着）または直接保険課の窓口（役場開庁時間内）へ提出してください。（様式は問いま
せん）
○　意見の取り扱い　「第４期阿久比町高齢者保健福祉計画」作成の参考にさせていただきます。
意見の概要と意見に対する町の考え方はまとめて公表します。個別の回答はしませんのでご
了承ください。公表の際には住所・氏名などの個人情報は開示しません。
○　提出先・問い合わせ先
　　阿久比町役場民生部保険課　�（４８）１１１１（内２２８）
　　〒４７０－２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越 50
　　電子メール　kaigo@town.agui.lg.jp
　　ファックス （４８）０２２９

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
　

愛
知
県
で
は
、
生
物
多
様
性
と
C
O
P

　

（
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会

１０議
）
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
三
日（
火
）午
後
一
時
半

（
開
場 
午
後
一
時
）
〜
午
後
三
時
半

□
場　

所　

阿
久
比
町
中
央
公
民
館
本
館

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県

環
境
部
環
境
政
策
課
国
際
会
議
準
備
室

　

�
０
５
２
（
９
５
４
）
６
２
４
６

�
　

新
入
学
、
転
編
入
学
、
特
科
（
聴
講

生
）
の
募
集
を
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

　

普
通
科　

約
二
百
八
十
人

□
応
募
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
今
春
中
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
人
、
中
学
校
卒
業
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
な
ど
。

・
転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
人
。

□
出
願
期
間

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
二
月
二
十
七
日

か
ら
三
月
二
日
ま
で
、
後
期
選
抜
は
三

月
三
十
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
（
前
期

は
土
曜
・
日
曜
日
含
む
）

・
転
編
入
学
、
特
科
は
三
月
十
一
日
か
ら

三
月
十
六
日
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
除

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	



く
。
特
科
は
三
月
十
五
日
午
後
可
）

□
選
抜
日

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
三
月
八
日
、
後

期
選
抜
は
四
月
五
日

・
転
編
入
学
は
三
月
二
十
日

□
選
抜
方
法

・
新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

・
転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検
査

（
国
・
数
・
英
）
、
面
接

・
特
科
は
書
類
審
査

□
願
書
交
付

　

新
入
学
は
二
月
二
日
か
ら
、
転
編
入
学

と
特
科
は
二
月
二
十
四
日
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先

　

刈
谷
東
高
校　

� 
０
５
６
６（
２
１
）

３
３
４
９

　

〒
４
４
８
―
８
６
５
３
刈
谷
市
半
城
土

町
三
ツ
又　
　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.

２０
kariyah

ig
ash
i

‐ h.aich
i

‐ c.ed
.jp

（
閲
覧
の
み
）

�「
働
く
喜
び
を
拡
げ
よ
う
〜
赤
裸
々
に
語

ろ
う
〜
」
と
題
し
、
厚
生
労
働
省
委
託
事

業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
七
日（
土
）　

午
前
九
時

半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

東
海
市
勤
労
セ
ン
タ
ー
（
一

階
多
目
的
ホ
ー
ル
）

□
内　

容　

基
調
報
告
（
金
子
鮎
子
氏
）
、

行
政
報
告
（
大
野
克
己
氏
）
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
グ
ル
ー
プ
討
議

□
定　

員　

二
百
五
十
人

□
参
加
費　

無
料

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

　

�
０
５
６
２（
３
４
）６
６
６
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
２（
３
４
）６
６
１
８

　

電
子
メ
ー
ル　

w
ork@

aikouen.jp



12

広報あぐい　２００９年１月１５日号

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

町
内
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
は
、

事
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
資
産
（
土
地

・
家
屋
は
除
く
）
が
「
償
却
資
産
」
と
し

て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
は
地
方
税
法
で
、
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
阿
久
比
町
に
所
在
す
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
所
有
状
況
を
町
に
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
申
告
期
限
は
二
月
二
日（
月
）で

す
。
期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
方

な
ど
は
、
申
告
の
方
法
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
固
定
資
産
税

係　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
３
１
）

�□
日　

時　

二
月
七
日（
土
）　

午
前
九
時

〜
午
後
零
時
半
（
受
け
付
け
は
正
午
ま

で
）

□
場　

所　

半
田
市
役
所
（
三
階
大
会
議

室
）
�（
２
１
）３
１
１
１
、
東
海
市
役

所
（
地
下
大
会
議
室
）
�
０
５
２（
６

０
３
）２
２
１
１
、
大
府
市
役
所
（
地

下
多
目
的
ホ
ー
ル
）
�
０
５
６
２（
４

７
）２
１
１
１
、
知
多
市
役
所
（
多
目

的
会
議
室
）
�
０
５
６
２（
３
３
）３
１

５
１
、
常
滑
市
役
所
（
二
階
大
会
議
室
）

�（
３
５
）５
１
１
１

□
内　

容　

年
金
収
入
の
あ
る
方
、
医
療

費
控
除
を
受
け
る
方
、
平
成
二
十
年
中

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


に
住
宅
を
新
・
増
築
し
た
方
の
所
得
税

還
付
申
告
の
説
明
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
住
民
税
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
７
）

�
　

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

で
は
、
軽
自
動
車
税
申
告
時
の
三
月
に
な

る
と
名
義
変
更
や
廃
車
の
届
け
出
が
集
中

し
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
届
け
出
は
三
月

中
旬
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

軽
自
動
車
検
査
協
会

愛
知
主
管
事
務
所　

�
０
５
２（
８
３

３
）３
５
５
１　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
０
５
２（
８
３
３
）４
３
４
３

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.keikenkyo.or.jp

�
　

愛
知
建
連
技
能
専
門
校
で
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
で
き
る
技
能
者
育
成
の
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
対　

象　

学
歴
不
問
、
三
十
歳
ま
で
の

方
。
た
だ
し
、
職
業
訓
練
指
導
員
が
在
籍

す
る
事
業
所
に
勤
務
し
、
訓
練
科
に
該
当

す
る
職
種
に
従
事
し
て
い
る
方
（
事
業
主

が
会
員
に
な
る
こ
と
）

□
職　

種
／
訓
練
期
間　

木
造
建
築
科
／

三
年　

造
園
科
／
三
年　

建
築
板
金
科

／
二
年　

左
官
・
タ
イ
ル
科
／
二
年

□
訓
練
時
間　

毎
月
三
回
〜
四
回

　

土
曜
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
訓
練
経
費

　

事
業
主
負
担
金
月
額
七
千
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

	

　

入
校
金
二
万
円

　

事
業
主
会
費
一
万
円

　

教
材
費
一
万
二
千
円

□
申
込
期
限　

三
月
三
十
一
日（
火
）ま
で

に
事
業
所
経
由
で
願
書
を
提
出

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

碧
南
市

汐
田
町
１
‐
１
‐
２　

愛
知
建
連
技
能

専
門
校　

�
０
５
６
６（
４
１
）４
５
２

３
�

　

愛
知
県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推

進
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

□
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

①　

日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る

商
品
、
不
当
な
表
示
、
悪
質
商
法
、
生

活
必
需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
・

通
報

②　

調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年
五

回
程
度
）

③　

生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価
格
調

査
（
県
が
特
に
必
要
と
し
た
場
合
の

み
）

④　

消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
･
要
望

の
提
出

⑤　

地
域
･
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に

関
す
る
情
報
の
提
供

⑥　

研
修
会
（
年
一
回
の
予
定
）
へ
の
出

席
□
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
満
二
十
歳
以

上
の
方
（
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
者
は
除
く
。
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

□
任　

期　

四
月
の
依
頼
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
三
月
末
日
ま
で

□
謝　

礼　

年
額
七
千
円
（
予
定
）

□
募
集
期
間　

一
月
二
十
六
日（
月
）〜
二

月
二
十
日（
金
）（
消
印
有
効
）

◇
応
募
方
法　

役
場
産
業
課
、
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
で
配
付
す
る
所
定
の
応
募
用
紙

（
一
月
二
十
六
日
配
布
開
始
予
定
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

�（
２
３
）３

９
０
０

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/k

enm
in/shohiseikatsu/m

onitor/

�
　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
二
月
十
一
日（
水
）　

午
後
一
時
半
〜
午

後
四
時
半　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合

半
田
消
防
署
東
浦
支
署　

定
員
二
十
人

（
先
着
順
）

・
二
月
二
十
一
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜

午
後
四
時
半　

知
多
中
部
広
域
事
務
組

合
半
田
消
防
署
定
員
三
十
人（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

東
浦
支
署　

�
０
５
６
２（
８
３
）０
１

１
９　

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�

�

�

�

�

�

�
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日　　時場  所種　　目

１日（日）、１５日（日）
午後１時３０分～午後３時３０分体育館カポエイラ教室

６日（金）、１３日（金）、２０日（金）、
２７日（金）　午後７時～午後９時体育館フォークダンス教室

４日（水）、１８日（水）
午後７時３０分～午後９時体育館健康体操教室

２月は中止します。運動場みんなでウォーキング
２２日（日）　午前９時～正午運動場グラウンドゴルフ

※場所は、すべて草木小学校

○非会員の方は、１人１回２００円です。
※日時など変更になる場合は、草木地区の掲示板でお知
らせしますので確認してください。

□申し込み・問い合わせ先　アクティブあぐい
　�０９０－６６１７－９１０１（担当　竹内）
�

�

�

�

�����������������������������������������������������

�����������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

�������	
���������	
�
日　時　２月８日（日）　午前１０時３０分スタート
場　所　半田グランドボウル（現地集合午前１０時）
会　費　会　員…１,５００円（靴代別）
　　　　非会員…２,０００円（靴代別）
※大会は、２Ｇです。「マイボウルの部」と「一般の部」に分
　かれます。参加賞・飛賞あり
□募集人員　８０人（締め切り１月２５日　先着順）
□申し込み　アクティブあぐい
　�０９０－６６１７－９１０１（担当　竹内）

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������
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� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□人権・行政・心配ごと相談
　５日（木）、１９日（木）
　　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午前９時３０分～午前１１時３０分
　※電話での相談も受け付けます。

□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１９日（木）　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午後１時～午後４時
　※問い合わせ先
　　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

２月の 

会　場内　　容日　　時

陸上競技場スポーツ村を走ろう２月８日（日）
９時３０分～１１時３０分

□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

�東
海
西
濃
運
輸
労
働
組
合　

様

　

町
へ
「
交
通
安
全
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
現
金
三
十
二
万
円
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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２月５日（木）　場所　中央公民館本館
　　　　　　　時間　午後１時３０分～
　　　　　　　　　　　　　　　午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見センターでは、成年
後見制度巡回相談（事前に予約が必要）を毎月行っ
ています。
□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会館内）
　�（２１）０８１１

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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広
報　

あ 
ぐ 
い

974

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

12月　救急・火災
救急救急　　　　　８０８０
交通事故交通事故　　１２１２
急 病急　　病　　４４４４
そそ の 他の 他　　２４２４

火災火災　　　００
建 物建　物　　００
車 両車　両　　００
その他その他　　００

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

献血は、最も身近なボランティア。あなたのわずかな時間で救える命
があります。 
 
◎　安全性の高い血液の確保のために、成分献血と４００ｍｌ献血に協力を。 
◎　いつでも確実に患者へ血液が届けられるように、一年を通じて継続した協力を。 
◎　みんなで高齢者を支えていく時代です。１０代、２０代の若い世代の協力を。 
※　肝炎ウイルスやＨＩＶの検査を目的とする献血や、健康に不安のある方はご遠慮く 
　ださい。 
 
□主　催　　厚生労働省、愛知県、日本赤十字社 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（４８）１１１１（内３１２） 

小さな勇気で 
　　大きな優しさ 

献血推進キャラクター「けんけつちゃん」 


